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はじめに…国の施策

「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の

在り方等に関する総合的なガイドライン」

学校部活動から地域クラブ活動へ
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次に…先進事例

長崎県長与町の取組
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■鶴居村の取組

令和５年６月 鶴居村部活動地域移行検討会議で検討開始（６月・１０月・１月）

令和５年７月 学校部活動の地域移行に関するアンケート調査実施（児童生徒・保護者）

令和６年３月 鶴居村部活動地域移行推進計画策定（予定）
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鶴居村部活動地域移行推進計画策定（案）

〇 国のガイドラインや道教委の推進計画、鶴居村部活動地域移行検討会議での議論等を踏まえ、鶴居村

において部活動の地域移行を進めるに当たり、

・地域移行の進め方

・基本的なスケジュール

・検討課題の設定とその対応の方向性 などをとりまとめたもの。



■鶴居村部活動地域移行推進計画（案）
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〇国の動向（2022「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」等）

・Ｈ２９以降、学校における部活動の厳しい現状を踏まえ、部活動の適正化、地域との連携・協働、地

域移行の方向性が示されてきた。

・公立中学校を対象として、まず休日の部活動から段階的に地域移行を進める。

・地域クラブ活動への移行について、令和５年度から７年度までの３年間を改革推進期間と位置付けて

支援する。

〇北海道における方向性（2023「北海道部活動の地域移行に関する推進計画」等）

・公立中学校を対象として、まずは休日の部活動から段階的に地域移行することを基本とし、休日の部

活動の地域クラブ活動への移行について、令和５年度から７年度までの３年間において取組を重点的

に行い、地域の実情等に応じて可能な限り早期の実現を目指す。



■鶴居村部活動地域移行推進計画（案）
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〇鶴居村における地域移行の進め方

移行にあたって、次の観点から検討を進める。

●地域クラブ活動の活動内容：地域の実情や生徒のニーズを踏まえて検討。この先の生徒総数の減少も勘案

●地域クラブ活動と学校の連携：学校の部活動の教育的意義を継承・発展。学校との連携が重要。

●休日の部活動の地域移行：中学校の休日の部活動から段階的に地域移行することを基本に検討。

●平日の部活動の地域移行：休日の部活動の地域移行の実施状況や成果と課題を踏まえて検討。

【基本的なスケジュール】

鶴居村では、国のガイドラインや道教委の方向性に沿って、令和８年度から休日の学校部活動を

地域クラブ活動へ移行する。

令和５年度（2023） 令和６年度（2024） 令和７年度（2025）

●検討会議の設置 〇運営団体・実施主体の決定 実施競技種目等の拡大、

●ニーズの把握 〇地域人材の把握と指導者の確保 検証・改善

●推進計画の策定 〇運営方針等の決定 休日の地域移行を一部種目で

試行実施（陸上部で調整中）



■鶴居村部活動地域移行推進計画（案）

これからの検討課題
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検討課題 対応の方向性

①運営団体・実施
主体の整備

・先進事例では、市町村教委、総合型地域スポーツクラブや少年団、地域の文化芸術団体、
民間事業者、学校関係組織（地域学校協働本部、保護者会等）がある。

②指導者の確保

・スポーツ団体や文化団体の指導者、企業やクラブチームの選手、社会人や大学生の競技経
験者など地域の人材を発掘し、活用することが考えられる。

・教員の兼職兼業については、本人の意思を十分に確認・尊重するとともに、学校運営に支
障がないことの確認を行うことが必要。

③活動場所の確保
・地域クラブ活動の活動場所として鶴居中学校の体育館や校舎、村内の公共のスポーツ・文
化施設などを活用。

④成果発表の場の
在り方

・大会、コンクール等は、生徒が切磋琢磨する機会となり、日ごろの練習の成果を発表する
場として貴重な機会と認識。

・過熱化も懸念されることから、生徒や指導者の過度の負担とならないよう留意する必要が
ある。

⑤地域クラブ活動
の理解の促進

・部活動は、学校の教育課程外の活動であり、設置することが法令上の義務ではないことや、
生徒の自主的・自発的な参加により行われることなどについて、教員や生徒、保護者等の
理解を促進するための周知を行う。

⑥費用負担の軽減
・地域クラブ活動に参加する場合の費用が保護者にとって、大きな負担とならないよう様々
な配慮・支援を行う必要がある。



■参考：全国の取組事例

運営団体・実施主体の類型
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類型例
運営形態

区分 運営例

Ａ市町村運営型

Ａ－１

地域団体・人材活用型

市町村（教委を含む。以下同じ。）が地域の団体（地域スポーツ団体や地元企

業、大学等）や地域の指導者と連携し、運営する形で実施。

〇市町村が運営事務局を担う。

〇コーディネーターが地域の団体や指導者に協力依頼するほか、学校や団体、

指導者と連絡調整等を行う。

〇運営事務局として、指導者を活動場所に派遣する。

Ａ－２

任意団体設立型

市町村が任意団体（一般社団法人や協議会等）を創設し、任意団体が運営する

形として実施。

Ａ－３

競技団体連携型
市町村が競技団体と連携して運営する形として実施

Ｂ地域スポーツ
団体等運営型

Ｂ－１
総合型地域スポーツクラブ運営型

総合型地域スポーツクラブが運営する形として実施

Ｂ－２
体育・スポーツ協会運営型

体育・スポーツ協会が運営する形として実施

Ｂ－３
民間スポーツ事業者運営型

民間スポーツ事業者が運営する形として実施

Ｃその他
Ｃ－１
その他の類型

学校と関係する団体や地域学校協働本部等が運営する形として実施



■参考：釧路管内の先進取組事例（国の実証事業）

【厚岸町】
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■参考：釧路管内の先進取組事例（国の実証事業）

【厚岸町】
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■参考：釧路管内の先進取組事例（国の実証事業）

【標茶町】
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■参考：釧路管内の先進取組事例（国の実証事業）

【標茶町】
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■鶴居村における部活動の地域移行～めざす姿（想定）

鶴居村における部活動の地域移行～めざす姿

１２

〇中学校の全部活動について、令和８年度から土日（休日）の活動を地域クラブ活動に移行する。

〇平日の部活動は、令和８年度以降、可能なものから順次、地域クラブ活動に移行する。
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■地域クラブ活動の運営団体・実施主体（想定）

鶴居村における部活動の地域移行～めざす姿
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鶴居村における地域クラブ活動の運営団体・実施主体（市町村運営型を想定）

〇組織 鶴居村教育委員会 社会教育課
鶴居村地域クラブ活動推進室（仮称）
室長：教育委員会職員（兼務）
室員：教育委員会職員（兼務）
スタッフ：会計年度任用職員（退職教員等）

〇業務 ・指導者の確保、派遣、連絡調整（指導者不在時の見守りを含む。）
・活動場所の利用調整、利用器具等の確保
・学校との連絡調整
・スケージュール管理
・大会等参加手続き
・大会等引率者の確保、連絡調整
・生徒、保護者との連絡調整
・生徒、指導者の安全管理、保険加入
・生徒の移動手段の確保
・団体の運営費の確保、執行
・指導者研修、ガバナンスコードの徹底 など

〇地域クラブ活動の内容

種目 活動日 活動場所 指導者（協力団体）

陸上競技 土曜・祝日
鶴居中学校グラウンド・体育館
（学校開放）

鶴居村ＡＣ、兼職兼業教師、
アスリート など

ソフトテニス 土曜・祝日
村テニスコート（利用料免除）
鶴居中学校体育館（学校開放）

競技経験者、民間コーチ、
兼職兼業教師 など

吹奏楽 土曜・祝日
鶴居中学校音楽室・教室
（学校開放）

音楽家、吹奏楽経験者、兼
職兼業教師 など

専任スタッフ
不可欠

鶴居中学校

〇平日の部活動

陸上競技部

ソフトテニス部

吹奏楽部

参加

生徒
参加

連 携
情報共有

地 域

〇地域の団体

コーチ

アスリート等

〇地域人材

指導者

経験者

兼職兼業教師

保護者 等

指導者
として
協 力



■指導者の確保

鶴居村における部活動の地域移行～めざす姿
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種目 現在の指導者（教師以外） 新規（想定）

陸上競技 鶴居ＡＣメンバー

公募 ・兼職兼業教師（希望者）、退職教師、役場職員
・村内・近隣在住の協議・指導経験者
・地域おこし協力隊（教委で採用）

派遣（民間） ・コーチ、アスリートなどの指導者の派遣を委託（有料）
協力（企業） ・村の包括連携企業等に指導を要請（オンライン指導など）

テニス

公募 ・兼職兼業教師（希望者）、退職教師、役場職員
・村内・近隣在住の協議・指導経験者
・地域おこし協力隊（教委で採用）

派遣（民間） ・コーチ、アスリートなどの指導者の派遣を委託（有料）

吹奏楽 プロ（指揮者）

公募 ・兼職兼業教師（希望者）、退職教師、役場職員
・村内・近隣在住の協議・指導経験者
・地域おこし協力隊（教委で採用）

派遣（民間） ・アーティスト、指導者の派遣を委託（有料）

■活動場所の確保（休日）

種目 平日の活動場所 地域クラブの活動場所（休日）

陸上競技
鶴居中学校グラウンド又は体育
館、校舎内

〇鶴居中学校グラウンド又は体育館、校舎内（学校開放）
〇総合体育館
・利用者調整必要（児童生徒のみ利用料減免）

テニス
村テニスコート又は鶴居中学校
体育館

〇村テニスコート（利用料減免）または鶴居中学校体育館（学校開放）
〇総合体育館、ふれあいセンター
・利用者調整必要（児童生徒のみ利用料減免）

吹奏楽 鶴居中学校音楽室、教室 〇鶴居中学校音楽室、教室（学校開放）



■成果発表の場の在り方

鶴居村における部活動の地域移行～めざす姿
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■地域クラブ活動理解の促進

〇大会・コンクールへの出場の決定

・平日部活動を実施している学校が判断（地域クラブと意思疎通）

〇大会・コンクールへの引率等

・大会等が休日の場合は、地域クラブで引率（現地集合を含む）

・大会等が休日の場合は、生徒・引率者の移動手段は村所有バス

・全道大会出場の場合は、教委としてこれまでの部活動の場合に相当する対応をとる

〇大会運営ルールへの対応

・審判員等、大会運営者から求められる対応については、学校と協議して対応

※現時点では、競技団体の取扱いが見通せない状況が多い（参加団体の取扱い、引率者の資格要件など）

適宜、ＨＰやリーフレット等で、児童生徒、保護者、関係団体、村民へ周知



■成果発表の場の在り方

鶴居村における部活動の地域移行～めざす姿

１６

器具・用具 活動場所

利 用 料

指導者報酬

(教師以外)
各種負担金 部費

公費 自己負担

陸上競技部 学校備品 該当なし
外部コーチ

（辞退）
部費で対応

ソフトテニス部 学校備品 ラケット
村テニスコート

（免除）
該当なし 部費で対応

吹奏楽部 学校備品 該当なし
部活動指導員

（公費）
部費で対応

器具・用具 活動場所

利 用 料

指導者報酬

(教師以外)
各種負担金 会費

公費 自己負担

陸上競技部
学校備品

を貸与
学校開放 有償 会費で対応 年●円

ソフトテニス部
学校備品

を貸与
ラケット

村テニスコート

（免除）
有償 会費で対応 年●円

吹奏楽部
学校備品

を貸与
学校開放 有償 会費で対応 年●円

※その他 任意団体設立型での運用の場合、運営スタッフの人件費などの負担も生じる



■令和６年度の取組

〇休日の部活動の地域移行の一部実施（試行）～調整中

〇部活動指導員 鶴居中学校 陸上競技部、吹奏楽部

〇鶴居村部活動地域移行検討会議

地域移行の専門アドバイザーを招へいするなどして、鶴居村に適した地域移行の在り方を協議

併せて、検討会議での検討状況を住民等に周知

■意見交換の観点

〇住民がスポーツ・文化に親しむ機会をどう確保していくか（持続可能なものとしていくか）

〇子供にとってどうあるべきか（保護者の願いも含めて）

〇指導者の確保

〇負担（経費）の在り方

鶴居村における部活動の地域移行～めざす姿
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